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１．組織の概要

【事業所名】 株式会社　大藤

(平成26年12月8日　(有)大藤工業より社名変更)

【代表者氏名】　　代表取締役　 大藤　友理

【所在地】 本社 〒780-0964　高知県高知市横内313番地1　

倉庫 〒780-0991　高知県高知市宗安寺530（166㎡）

機材置場 〒781-2120　高知県吾川郡いの町枝川字成福寺（891㎡）

【環境管理責任者氏名及び担当者連絡先】

環境管理責任者氏名 課　長 秋澤　吉範

連絡先担当者 総　務 渡邊　真規

連絡先 ＴＥＬ：088-843-6141

ＦＡＸ：088-840-8447

Ｅ-ｍａｉｌ：oto@dkmail.ne.jp

【事業内容についての簡単な記述】

建設業　

　許可年月日

　許可番号 高知県知事　許可(特－2)　第　6432　号

　建設業の種類 土木工事業　とび・土工工事業

ほ装工事業　水道施設工事業

　許可番号 高知県知事　許可(般－2)　第　6432　号

　建設業の種類 管工事業

産業廃棄物収集運搬業

　許可番号

　許可年月日

　許可の有効期限

収集運搬

　産廃の種類 廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、金属くず

　(石綿除く) ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず、がれき類

　運搬車両 4tダンプ＝1台、3tダンプ＝1台

　運搬数量 0ｔ/年(令和2年度)、0ｔ/年(令和3年度)

　収集運搬料金 3,000円/ｔ

【事業規模】

令和元年6月～
令和2年5月

令和2年6月～
令和3年5月

令和3年6月～
令和4年5月

437 412 311

15 20 18 ※従業員数は

104 104 104 5月31日時点

78.65 78.65 78.65

令和2年05月26日

3900081990

令和4年01月04日

令和9年01月03日

　事業区分

設立年月日：平成元年5月15日

資本金　　：2000万円

会計年度　：6月～翌年5月

売上高（百万円）

従業員数（名）

事業所敷地面積（㎡）

事業所延べ床面積（㎡）
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２．対象範囲、レポートの対象期間及び発行日

コンクリートくず及び陶磁器くず、がれき類）

④質の高い教育をみんなに

⑥安全な水とトイレを世界中に

⑦エネルギーをみんなにそしてクリーンに

【対象範囲（認証・登録範囲）】

　　株式会社　大藤　　全社

　　事業内容　建設業　

　　　（土木工事業、とび・土工工事業、ほ装工事業、水道施設工事業、管工事業）

　　　　　　　産業廃棄物収集運搬業　

　　　（廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、金属くず、ガラスくず・

【レポートの対象期間】　

　　令和３年６月　～　令和４年５月

【環境経営レポートの発行日】　

　　発行　　令和　４年　８月　３１日

【作成責任者】　

　　環境管理責任者　　課長　　秋澤　吉範

【ＳＤＧｓ】

　　対象となる持続可能な開発目標（SDGs）範囲

⑪住み続けられるまちづくりを

⑫つくる責任つかう責任

⑬気候変動に具体的な対策を
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３．環境経営方針

　【環境経営理念】

　【基本方針】

3.　事務所及び現場における燃料(トラック・重機等)使用量の削減により、二酸化炭素排出量削減

　　に努めます。

4.　事務所及び現場における電力使用量の削減により、二酸化炭素排出量削減に努めます。

5.  事務所及び現場における水使用量の削減により排水量の削減に努めます。

6.  事務用品及び調達資材のグリーン購入を推進します。

7.  環境関連法規及び条例等の遵守を行います。

8.  環境経営方針は広く従業員に周知徹底します。

10. 環境経営レポート等環境情報について広く外部公表いたします。

制定日：平成 22年 11月 10日

代表取締役

大藤 友理

　株式会社 大藤 は、建設工事において、地球環境を大切にすると共に環境に配慮した施
工・資材の利用等に取り組み、未来の地球人に対して自然環境を引き継げることを目指し、
環境負荷低減に努め、継続的な改善による環境経営を推進します。

1.　事業活動により排出される産業廃棄物及び一般廃棄物の分別とリサイクルの促進に努めます。

2.　事業活動により発生する地域公害(騒音・振動)の低減に努めます。　

9.　地域社会とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを図り、地球環境に配慮した建設工事を行います。

改定日：令和  2年  8月  1日
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４．環境活動実施体制

代表取締役
大藤　友理

環境管理責任者
課長　秋澤　吉範

事務所責任者
総務　渡邊　真規

現場責任者
倉庫・機材置場管理者
工事主任　村井　泰幸

環境管理システム　役割・責任・権限表

役割 役割・責任・権限

代表取締役

・環境経営に関する統括責任

・環境経営システム実施に必要な人、設備、費用、時間、技術者を用意

・環境管理責任者を任命

・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

・環境経営目標、環境経営計画・環境活動実施体制を承認

・代表者による全体の評価と見直しを実施

・環境経営レポートの承認

環境管理責任者

・環境経営システムの構築、実施、管理

・環境への負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施

・環境経営目標・環境経営計画・環境活動実施体制を確認

・環境経営計画の実績集計

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・環境経営レポートの確認

事務所責任者

・環境管理責任者の補佐

・環境活動の実績集計

・環境関連法規等の取りまとめ表の作成

・環境関連法規等の取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・環境経営目標・環境経営計画・環境活動実施体制を作成

・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備え付けと地域事務局への送付）

全従業員
・環境経営方針の理解と環境への取組の重要性を自覚

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

現場責任者
倉庫・機材置場

管理者

・現場における環境経営システムの実施

・現場における環境経営方針の周知

・現場の従業員に対する教育訓練の実施

・現場に関連する環境経営目標及び環境経営計画の実施及び達成状況の報告

・特定された項目の手順書作成及び運用管理
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(1)単年度目標

5,099 (16.4) 4,900 (15.8)

17,285 (55.8) 16,590 (53.5)

465 (1.50) 450 (1.45)

電力使用量（kWh) 11,171 (36.0) 10,720 (34.6)

ＣＯ2排出量（kg-CO2) 64,585 (208.3) 62,000 (200.0)

104 (0.34) 100 (0.32)

排出量(t) 987 (3.18) 950 (3.06)

収集運搬量(t)

再資源化率(%)

排出量(t)

再資源化率(%)

※()内の数値は原単位(完成工事高百万円当り数量)を表す。

※購入電力のCO2排出係数は、平成30年12月27日公表の四国電力の調整後排出係数0.535kg-CO2/kWhを使用した。

※環境負荷の少ない工事件数

　 低騒音・排出ガス対策型重機の使用、型枠・工事看板への間伐材の使用、濁水防止対策の実施、

　 環境負荷の少ない材料の使用等

(2)中長期目標

電力使用量（kWh)

ＣＯ2排出量（kg-CO2)

用水使用量(㎥)

排出量(t)

再資源化率(%)

排出量(t)

再資源化率(%)

５．環境経営目標

過去５年 令和3年度

平均(基準) 目　標

Ｈ25.6～Ｈ30.5 Ｒ3.6～Ｒ4.5

完成工事高（百万円） 310 -

ガソリン使用量（L)

軽油使用量（L)

灯油使用量（L)

用水使用量(㎥)

産業廃棄物 111 110

100.0% 100.0%

一般廃棄物
0.221 0.210

100.0% 100.0%

グリーン購入比率(%) 71% 70%

環境負荷の少ない工事件数(件) 27/27 全件

過去５年 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

平均(基準) 目　標 目　標 目　標 目　標

Ｈ25.6～Ｈ30.5 Ｒ3.6～Ｒ4.5 Ｒ4.6～Ｒ5.5 Ｒ5.6～Ｒ6.5 Ｒ6.6～Ｒ7.5

軽油使用量（L) 17,285 16,590 16,420 16,250 16,080

灯油使用量（L) 465 450 440 440 430

ガソリン使用量（L) 5,099 4,900 4,840 4,790 4,740

11,171 10,720 10,610 10,500 10,390

64,585 62,000 61,360 60,710 60,060

104 100 100 100 100

産業廃棄物
987 950 940 930 920

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

一般廃棄物
0.221 0.210 0.210 0.210 0.210

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

環境負荷の少ない工事件数(件) 27/27 全件 全件 全件 全件

グリーン購入比率(%) 71% 70% 70% 70% 70%
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ＣＯ２

排出量

削減

一般廃棄物排出量削減

６．環境経営計画

期間：令和3年6月1日～令和4年5月31日

項　　目 活　　動　　内　　容 担　当　者

燃料使用量 ・アイドリングストップ

環境管理責任者
（秋澤吉範）

削減 ・エコドライブ(急発進・急加速・急ブレーキ等防止)

・環境にやさしい買い物キャンペーン2021への参加

・協力業者へのアイドリングストップ・エコドライブの呼びかけ

・重機不使用時のエンジン停止の徹底

現場責任者
（村井泰幸）

・建設車両等自主点検・整備の実施

・過積載防止

電力使用量 ・エアコンの温度設定

事務所責任者
（渡邊真規）

削減 ・事務所：冷房　２８℃、暖房　２０℃

・扇風機を優先使用

・エアコンフィルターの定期清掃

・非作業箇所の電灯の消灯

・照明器具の定期清掃

用水使用量削減 ・蛇口の締め忘れの確認
事務所・現場責任者

(渡邊真規・村井泰幸)
（排水量削減） ・現場での地下水・用水などの有効利用

産業廃棄物排出量削減
・３Ｓ（整理・整頓・清掃）活動を進め、資材置き場での資材の
　定位置・定量化を推進

現場責任者
（村井泰幸）

・余剰資材の活用（余剰品登録）

・分別徹底とリサイクル

・再資源化処理業者に委託

・書類作成時の１枚ベスト・２枚ベター指導・一般廃棄物の計量

事務所責任者
（渡邊真規）

・両面コピー、裏紙使用、コピー枚数削減・使用済封筒の再利用

・社内文書の電子化

・分別徹底とリサイクル

グリーン購入 ・エコマーク商品の調査 事務所責任者
（渡邊真規）・エコマーク商品の優先購入

地域活動 ・事務所周辺の定期清掃

環境管理責任者
（秋澤吉範）

・地元の清掃活動への積極的な参加

・ロードボランティアの実施

環境負荷の少ない工事 ・低騒音・排出ガス対策型重機の使用

現場責任者
（村井泰幸）

の実施 ・型枠・工事看板への間伐材の使用

・濁水防止対策の実施

・環境負荷の少ない材料の使用
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７．環境経営目標の実績

（１）完成工事高(百万円)

対象期間

完成工事高 310 百万円 311 百万円

（２）燃料使用量(Ｌ)

基準 目標 実績 達成率

ガソリン 5,099 4,900 7,939 162% ×

(売上高当り) (16.4) (15.8) (25.5) (161%) ×

軽油 17,285 16,590 24,798 149% ×

(売上高当り) (55.8) (53.5) (79.7) (149%) ×

灯油 465 450 144 32% ○

(売上高当り) (1.50) (1.45) (0.46) (32%) ○

（３）電力使用量(kWh)

基準 目標 実績 達成率

使用量 11,171 10,720 9,895 92% ○

(売上高当り) (36.0) (34.6) (31.8) (92%) ○

（４）CO2排出量(kg-CO2)

基準 目標 実績 達成率

排出量 64,585 62,000 88,061 142% ×

(売上高当り) (208.3) (200.0) (283.2) (142%) ×

（５）用水使用量(㎥)

基準 目標 実績 達成率

使用量 104 100 89 89% ○

(売上高当り) (0.34) (0.32) (0.29) (89%) ○

（６）産業・一般廃棄物(ｔ)

基準 目標 実績 達成率

収集運搬量 111 110 0 0% ○

987 950 1,299 137% ×

(3.18) (3.06) (4.18) (136%) ×

再資源化率 100.0% 100.0% 100.0% ±0.0pt 〇

一般廃棄物 0.221 0.210 25.720 12248% ×

再資源化率 100.0% 100.0% 100.0% ±0.0pt ○

（７）その他

基準 目標 実績 達成率

※１．購入電力のCO2排出係数は、平成30年12月27日公表の四国電力の調整後排出係数 0.535kg-CO2/kWhを使用した。

※２．（）内の数値は、原単位（完成工事高百万円当り数量）を表す。

※３．グリーン購入量は、製品購入個数全体に対する環境商品の購入個数割合（％）

※４．環境負荷の少ない工事件数

　　○低騒音・排出ガス対策型重機の使用 ○型枠・工事看板への間伐材の使用

    ○濁水防止対策の実施 ○環境負荷の少ない材料の使用

※５．達成率：達成率＝（実績値／目標値）×１００　（％）

※６．評価　：達成　○、　未達成　×

基準(過去5年平均) 今年度実績

平成25年6月～平成30年5月 令和3年6月～令和4年5月

評　　価

遠方の現場があり、移動距離が増加した
ため、未達成となった。

重機の使用が多く、未達成となった。

使用量と売上高当り共に目標達成した。

評　　価

使用量と売上高当り共に目標達成した。

評　　価

ガソリン・軽油の使用量が増加したた
め、目標未達成となった。

評　　価

使用量と売上高当り共に目標達成した。

評　　価

道路での工事が多かったため、アスファ
ルト殻の発生が増加、未達成となった。

産業廃棄物

前年同様、道路維持での草刈りがあり、
発生した草は一般廃棄物として処理され
たため、排出量が増加した。

評　　価

グリーン
購入量(％)

71% 70% 72% +2pt ○ 目標達成した。

○ 目標達成した。
環境負荷の少
ない工事件数
(件)

27/27 全件 29/29 -
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　過去（平成27年6月～令和2年5月）の実績①

平成28年度 平成29年度 ５年平均 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 平成28年度 平成29年度 ５年平均 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

実績 実績 H25～H29 実績 実績 実績 実績 実績 実績 H25～H29 実績 実績 実績 実績

384 408 310 410 437 412 311 384 408 310 410 437 412 311

事務所 1,850 1,358 1,883 1,416 1,047 2,439 1,919 事務所 247 234 270 144 146 180 144

現　場 2,866 5,207 3,215 5,554 3,026 3,640 6,020 現　場 0 976 195 140 277 212 0

総量 4,716 6,565 5,099 6,970 4,073 6,078 7,939 総量 247 1,210 465 284 423 392 144

売上高当り 12.3 16.1 16.4 17.0 9.3 14.8 25.5 売上高当り 0.6 3.0 1.5 0.7 1.0 1.0 0.5

事務所 0 0 0 0 0 0 0 事務所 6,700 6,786 6,857 6,367 5,913 6,049 5,637

現　場 12,271 23,650 17,285 19,399 20,720 25,763 24,798 現　場 7,942 3,861 4,314 1,012 4,248 10,620 4,258

総量 12,271 23,650 17,285 19,399 20,720 25,763 24,798 総量 14,642 10,647 11,171 7,379 10,161 16,669 9,895

売上高当り 32.0 58.0 55.8 47.3 47.4 62.5 79.7 売上高当り 38.1 26.1 36.0 18.0 23.3 40.5 31.8

売上高(百万円) 売上高(百万円)

ガソリン使用量(Ｌ) 灯油使用量(Ｌ)

軽油使用量(Ｌ) 電力使用量(kWh)
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　過去（平成27年6月～令和3年5月）の実績②

平成28年度 平成29年度 ５年平均 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 平成28年度 平成29年度 ５年平均 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

実績 実績 H25～H29 実績 実績 実績 実績 実績 実績 H25～H29 実績 実績 実績 実績

384 408 310 410 437 412 311 384 408 310 410 437 412 311

事務所 8,495 7,367 8,713 7,050 5,968 9,358 7,838 事務所 0.288 0.154 0.221 0.174 0.044 0.260 0.020

現　場 50,199 78,653 55,872 63,825 63,467 81,143 80,223 現　場 0.000 0.000 0.000 6.770 17.540 20.750 25.700

総量 58,694 86,020 64,585 70,875 69,435 90,501 88,061 総量 0.236 0.288 0.154 0.221 6.944 21.010 25.720

売上高当り 152.8 210.8 208.3 172.9 158.9 219.7 283.2 再資源化率(％) 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

収集運搬量(ｔ) 110 258 111 15 93 0 0 事務所 52 49 53 51 47 43 41

事務所 0 0 0 0 0 0 0 現　場 148 14 51 26 154 193 48

現　場 1,198 866 987 621 1,405 1,551 1,299 総量 121 200 63 104 77 236 89

総量 1,198 866 987 621 1,405 1,551 1,299 売上高当り 0.3 0.5 0.2 0.3 0.2 0.6 0.3

売上高当り 3.1 2.1 3.2 1.5 3.2 3.8 4.2 グリーン購入量(％) 73% 70% 71% 66% 71% 71% 72%

再資源化率(％) 100.0% 100.0% 100.0% 92.0% 99.9% 100.0% 100.0% 21/21 25/25 27/27 25/25 15/15 25/25 29/29

売上高(百万円) 売上高(百万円)

CO2排出量(kg-CO2) 一般廃棄物
排出量(ｔ)

産業廃棄物

用水使用量(㎥)

排出量(ｔ)
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８．環境経営計画の取組結果とその評価

８-１．環境経営計画の取組結果とその評価
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○
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○

○

〇

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

※１　○取組できた　△取組が十分でなかった　☓取組できなかった

※２　環境管理責任者が３ヶ月に１度の環境会議内容から年間の評価をした。

期間：令和3年6月1日～令和4年5月31日

項　　目 活　　動　　内　　容 取　組　結　果 見　直　し

ＣＯ２排出量 燃料使用量 ・アイドリングストップ

意識して取り組めた。

今後も継続して取
り組んでいく。

削減 削減 ・エコドライブ(急発進・急加速・急ブレーキ等防止)

・環境にやさしい買い物キャンペーン2021への参加 実施できた。

・協力業者へのアイドリングストップ・エコドライブの呼びかけ 実施できた。

・重機不使用時のエンジン停止の徹底

意識して取り組めた。・建設車両等自主点検・整備の実施

・過積載防止

電力使用量 ・エアコンの温度設定：冷房　28℃、暖房　20℃

意識して取り組めた。

今後も継続して取
り組んでいく。

削減 ・扇風機を優先的に使用

・エアコンフィルターの定期清掃 実施できた。

・非作業箇所の電灯の消灯

意識して取り組めた。

・照明器具の定期清掃

用水使用量削減 ・蛇口の締め忘れの確認

意識して取り組めた。

今後も継続して取
り組んでいく。

（排水量削減） ・現場での地下水・用水などの有効利用

産業廃棄物排出量削減 ・３Ｓ活動を進め、資材置き場での資材の定位置・定量化を推進

意識して取り組めた。

今後も継続して取
り組んでいく。

・余剰資材の活用（余剰品登録）

・分別徹底とリサイクル

・再資源化処理業者に委託 実施できた。

一般廃棄物排出量削減 ・書類作成時の１枚ベスト・２枚ベター指導・一般廃棄物の計測

意識して取り組めた。

今後も継続して取
り組んでいく。

・両面コピー、裏紙使用、コピー枚数削減・使用済封筒の再利用

・社内文書の電子化

・分別徹底とリサイクル

グリーン購入 ・エコマーク商品の調査

○ 実施できた。

今後も継続して実
施していく。

・エコマーク商品の優先購入

地域活動 ・事業所周辺の定期清掃
ロードボランティアと同日に実施し
た。

今後も継続して実
施していく。

・地元の清掃活動への積極的な参加 参加した。

・ロードボランティアの実施
R3.6月～7月、10月～R4.5月までの計
10回実施した。

環境負荷の少ない工事を実施 ・低騒音・排出ガス対策型重機の使用
重機が必要な工事では全て対策型重
機を使用した。

今後も継続して実
施していく。

・型枠・工事看板への間伐材の使用
木製看板に高知県産間伐材を使用し
た。

・濁水防止対策の実施 排水時に沈殿池を設けた。

・環境負荷の少ない材料の使用
リサイクル製品や県産品を積極的に
使用した。
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　蛇口の近くに節水シールを貼り、節水に
努めています。
　節水こま取付済み。

　ゴミの種類を表示し、ゴミの分別に
努めています。

　本社事務所の照明をＬＥＤに更新し、
本数を減らしました。
　（2013年6月）

　本社事務所のエアコンを更新しました。
　（2020年6月）

　ミスコピー等の裏紙を再利用しています。

８-２．取組状況①

●節水表示

●ゴミの分別

●ＬＥＤ照明設置

●本社エアコンの更新

●裏紙の再利用
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　年10回以上、本社事務所周辺の道路清掃を
行っています。

　当社所有の低騒音・排出ガス対策型重機。

　高知県産間伐材使用の木製看板

　現場に設置する一般廃棄物カゴと灰皿。

８-２．取組状況②

●ロードボランティア

●低騒音・排出ガス対策型重機

●工事看板への間伐材の使用

●現場での一般廃棄物の分別
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9-1.令和4年度の環境経営目標

(1)単年度目標

5,099 (16.4) 4,840 (15.6)

17,285 (55.8) 16,420 (53.0)

465 (1.50) 440 (1.42)

電力使用量（kWh) 11,171 (36.0) 10,610 (34.2)

ＣＯ2排出量（kg-CO2) 64,585 (208.3) 61,360 (197.9)

用水使用量(㎥) 104 (0.34) 100 (0.32)

排出量(t) 987 (3.18) 940 (3.03)

収集運搬量(t)

再資源化率(%)

排出量(t)

再資源化率(%)

※()内の数値は原単位(完成工事高百万円当り数量)を表す。

※購入電力のCO2排出係数は、平成30年12月27日公表の四国電力の調整後排出係数0.535kg-CO2/kWhを使用した。

※環境負荷の少ない工事件数

　 低騒音・排出ガス対策型重機の使用、型枠・工事看板への間伐材の使用、濁水防止対策の実施、

　 環境負荷の少ない材料の使用等

(2)中長期目標

電力使用量（kWh)

ＣＯ2排出量（kg-CO2)

用水使用量(㎥)

排出量(t)

再資源化率(%)

排出量(t)

再資源化率(%)

９．次年度の環境経営目標と環境経営計画

過去５年 令和4年度
平均(基準) 目　標

Ｈ25.6～Ｈ30.5 Ｒ4.6～Ｒ5.5

完成工事高（百万円） 310 -

ガソリン使用量（L)

軽油使用量（L)

灯油使用量（L)

産業廃棄物 111 110

100.0% 100.0%

一般廃棄物
0.221 0.210

100.0% 100.0%

グリーン購入比率(%) 71% 70%

環境負荷の少ない工事件数(件) 27/27 全件

過去５年 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度
平均(基準) 目　標 目　標 目　標 目　標

Ｈ25.6～Ｈ30.5 Ｒ4.6～Ｒ5.5 Ｒ5.6～Ｒ6.5 Ｒ6.6～Ｒ7.5 Ｒ7.6～Ｒ8.5

軽油使用量（L) 17,285 16,420 16,250 16,080 15,900

灯油使用量（L) 465 440 440 430 430

ガソリン使用量（L) 5,099 4,840 4,790 4,740 4,690

11,171 10,610 10,500 10,390 10,280

64,585 61,360 60,710 60,060 59,420

104 100 100 100 100

産業廃棄物
987 940 930 920 910

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

一般廃棄物
0.221 0.210 0.210 0.210 0.200

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

環境負荷の少ない工事件数(件) 27/27 全件 全件 全件 全件

グリーン購入比率(%) 71% 70% 70% 70% 70%
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9-2.令和4年度の環境経営計画

ＣＯ２

排出量

削減

一般廃棄物排出量削減

の実施

期間：令和4年6月1日～令和5年5月31日

項　　目 活　　動　　内　　容 担　当　者

燃料使用量 ・アイドリングストップ

環境管理責任者
（秋澤吉範）

削減 ・エコドライブ(急発進・急加速・急ブレーキ等防止)

・環境にやさしい買い物キャンペーン2022への参加

・協力業者へのアイドリングストップ・エコドライブの呼びかけ

・重機不使用時のエンジン停止の徹底

現場責任者
（村井泰幸）

・建設車両等自主点検・整備の実施

・過積載防止

電力使用量 ・エアコンの温度設定

事務所責任者
（渡邊真規）

削減 ・事務所：冷房　２８℃、暖房　２０℃

・扇風機を優先使用

・エアコンフィルターの定期清掃

・非作業箇所の電灯の消灯

・照明器具の定期清掃

用水使用量削減 ・蛇口の締め忘れの確認
事務所・現場責任者

(渡邊真規・村井泰幸)
（排水量削減） ・現場での地下水・用水などの有効利用

産業廃棄物排出量削減
・３Ｓ（整理・整頓・清掃）活動を進め、資材置き場での資材の定位
　置・定量化を推進

現場責任者
（村井泰幸）

・余剰資材の活用（余剰品登録）

・分別徹底とリサイクル

・再資源化処理業者に委託

・書類作成時の１枚ベスト・２枚ベター指導・一般廃棄物の計量

事務所責任者
（渡邊真規）

・両面コピー、裏紙使用、コピー枚数削減・使用済封筒の再利用

・社内文書の電子化

・分別徹底とリサイクル

グリーン購入 ・エコマーク商品の調査 事務所責任者
（渡邊真規）・エコマーク商品の優先購入

地域活動 ・事務所周辺の定期清掃

環境管理責任者
（秋澤吉範）

・地元の清掃活動への積極的な参加

・ロードボランティアの実施

環境負荷の少ない工事 ・低騒音・排出ガス対策型重機の使用

現場責任者
（村井泰幸）

・型枠・工事看板への間伐材の使用

・濁水防止対策の実施

・環境負荷の少ない材料の使用
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規　制　内　容 遵守評価

第3条
事業活動に伴って生じた廃棄物を自らの責任において適正に
処理

適 ・ 否

第12条の三 産業廃棄物管理票（マニフェスト）の交付 適 ・ 否

第12条の三
第7項

マニフェスト交付状況報告書の作成及び提出 適 ・ 否

第12条
第9項・第10項

前年度に産業廃棄物発生量が1000ｔ以上である多量排出事
業者は都道府県知事に報告

適 ・ 否

第14条
産業廃棄物の収集運搬業を行おうとする者は、当該区域の都
道府県知事の許可を受ける

適 ・ 否

第6条の二 当該区域の都道府県知事の許可を受けた者と委託契約 適 ・ 否

第6条
第１項イ

産業廃棄物運搬車の外側に名称等の明示・書面の備え付け 適 ・ 否

廃棄物処理法施行規則 第8条 産業廃棄物の保管場所に掲示板を設置 適 ・ 否

第4条 建設副産物のリサイクル（努力義務） 適 ・ 否

第34条 建設副産物の減量化・及びリサイクル（努力義務） 適 ・ 否

第27条 指定再資源化製品の自主回収・再生資源化に協力 適 ・ 否

騒音規制法 第14条 特定建設作業の届出、規制値の遵守 適 ・ 否

振動規制法 第14条 特定建設作業の届出 適 ・ 否

特殊特定自動車排出ガス
の規制等に関する法律

第12条 特定特殊自動車の表示 適 ・ 否

低騒音型・低振動型建設
機械の指定に関する規程

第10条 指定機械の表示 適 ・ 否

第77条 道路使用の所轄警察署長の許可 適 ・ 否

第78条 道路使用の所轄警察署長の許可の手続 適 ・ 否

道路法 第32条 道路占用の許可 適 ・ 否

浄化槽法 第11条
浄化槽の年１回の法定検査
浄化槽の定期清掃・定期点検

適 ・ 否

建設工事に係る資材の再
資源化等に関する法律

第5条
建設資材の発生抑制・建設資材廃棄物の再生資源化費用の
低減

適 ・ 否

フロン排出抑制法 第16条 簡易点検の実施 適 ・ 否

高知県環境基本条例 第6条 適 ・ 否

高知市環境基本条例 第5条 適 ・ 否

（2）環境関連法規等の違反、訴訟等の有無

10．環境関連法規等の遵守状況の確認及び
　　　　　　　　評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

（1）環境関連法規等

法律等の名称及び適用条項

廃棄物処理法

廃棄物処理法施行令

資源有効利用促進法

道路交通法

公害防止、自然環境の保全、廃棄物の適正処理、環境への負
荷の低減

　令和3年6月1日～令和4年5月31日までの間、環境関連法規等の違反、訴訟及び外部からの苦情・要
望等はありませんでした。
　なお、過去３年間において 、環境関連法規等の違反・訴訟及び外部からの苦情・要望等は
ありませんでした。
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11．代表者による全体評価と見直しの結果

環境経営方針 （ 有　　無 ）

環境経営目標 （ 有　　無 ）

環境経営計画 （ 有　　無 ）

環境管理組織体制 （ 有　　無 ）

見直しに必要な情報

環境管理責任者の報告及び改善提案

【取組状況の評価結果】
①環境関連法規等の遵守状況
　関連法規等への違反はなかった。

②問題点の是正処置及び予防処置の状況
　処置が必要な問題点はなかった。

③外部からの環境に関する苦情や要望
　苦情や要望はなかった。

④前回までの代表者の指示事項への対応
　なし。

環境経営目標・活動計画の達成状況

目標項目
目標値

達成状況
活動計画
達成状況

コメント

燃料使用量 × 〇
現場が遠距離のため、移動によるガソリン・軽油の使用が多く、目標達
成できなかった。

電力使用量 〇 〇 目標達成した。

ＣＯ２排出量 × 〇 現場での燃料使用量が増加し、二酸化炭素排出量が増えた。

用水使用量 〇 〇 目標達成した。

廃棄物排出量 △ 〇 排出量は増加してしまったが、再資源化率は目標達成できた。

グリーン購入 〇 〇 目標達成した。

環境負荷の少ない工事 ○ ○ 対策型重機の使用や再生資材の使用など、よく取り組めていた。

代表者による見直し

変更の必要性の有無 総括

　遠距離の現場があり、移動のための燃料増加、また重機
の使用が多く燃料使用量の目標達成ができませんでした。
相乗りやエコドライブなどに取り組んでいるものの、近年
重要な感染症対策を考えると、効率の良い対応を取りにく
くなっています。
　完工高の低下もあって、厳しい状況が続きますが、社員
一同協力し合って、環境も経営も両立した企業を目指して
いきます。

環境経営計画を着実に実行できたことによ
り、環境経営システムは有効に機能してい
ると認められる。
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　高知県地球温暖化防止県民会議への入会と事業者部会への参加。

　エコアクション21の認証登録より１０年が
経過し、中央事務局より感謝状を頂きました。

12．その他の取組

●高知県地球温暖化防止県民会議

・交通エコポイント ・おらんくのストップ温暖化宣言

令和3年度

　交通エコポイント活用社会還元事業へ
寄付を行いました。
　1万ポイント（CO2削減 10t相当）
　　　　　　　　　　　　　令和2年9月

●エコアクション21の継続

令和3年6月～令和4年5月

(株)大藤
事業活動
道路改良工事

上下水道工事等

工事件数 29件

売上高 311百万円

OUTPUT

CO2排出量

88.1 t-CO2

89㎥

1,299 t
0 t

産業廃棄物
排出量

排水

INPUT

32.9 kL

9,895 kWh

89㎥

637 t
3,791 t

使用水

電力

化石燃料

資源

マテリアルフロー

循環資源 収集運搬量
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